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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は、対前年中間期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 1,718,686 3.6 109,820 5.8 67,337 3.0
2025年３月期中間期 1,658,990 10.6 103,842 46.7 65,381 51.9

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 191,930百万円( －％) 2025年３月期中間期 △18,667百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 133.30 133.24
2025年３月期中間期 123.96 123.90

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 17,182,186 1,520,450 8.8

2025年３月期 16,712,943 1,409,064 8.4
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 1,514,629百万円 2025年３月期 1,403,038百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00

2026年３月期 － 62.00
2026年３月期(予想) － 62.00 124.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,010,000 △19.3 223,000 12.3 118,000 △6.6 230.43

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

グループ修正利益の2026年3月期連結業績予想は1,460億円(4.2％)、当中間期実績は701億円(△13.4％)。

(注)グループ修正利益とは、株主還元の原資やグループの経営実態を表す当社独自の指標です。具体的には、親会
社株主に帰属する当期純損益から以下の項目を調整して作成しています。
①市場変動等により会計上生じる経済実態を伴わない損益
②負債内部留保の超過繰入（戻入）額
③のれんの償却額等



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 9社（社名） Viridium Group Sarl及びその傘下７社、並びにその他１社

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 544,000,000株 2025年３月期 544,000,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 49,325,700株 2025年３月期 31,906,171株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 505,164,907株 2025年３月期中間期 527,451,513株

（注）期末自己株式数には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式数(2026年３月期中間期1,171,900株、2025年３
月期1,303,900株)及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式数(2026年３月期中間期1,559,559株、2025
年３月期 1,563,331株)を含めております。
また、期中平均株式数を算定するにあたり、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式の期中平均株式数(2026
年３月期中間期1,230,876株、2025年３月期中間期1,061,773株）及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社
株式の期中平均株式数(2026年３月期中間期1,561,849株、2025年３月期中間期1,042,994株)を控除しており
ます。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

「２．中間連結財務諸表及び主な注記 （４）中間連結財務諸表に関する注記事項（追加情報）」に記載のとお

り、一部の在外関連会社において、当中間連結会計期間の期首より「金融サービス－保険契約」（Topic944）（ASU

第2018-12号、ASU第2019-09号、ASU第2020-11号）を適用しております。これに伴い、同社の一部の保険負債につい

て、割引率の変更や保険前提の見直しなど、新たな計算方式で評価しており、当該取扱いを反映した遡及適用後の

数値で前年同期及び前連結会計年度末との比較を行っております。

（１） 当中間期の経営成績の概況

経常収益は、保険料等収入1兆3,526億円（前期比0.8％減）、資産運用収益3,263億円（同32.6％増）、その他

経常収益397億円（同19.0％減）を合計した結果、前中間連結会計期間に比べ596億円増加し、1兆7,186億円（同

3.6％増）となりました。

経常費用は、保険金等支払金1兆1,507億円（同3.8％減）、責任準備金等繰入額1,542億円（同103.0％増）、資

産運用費用1,261億円（同14.4％増）、事業費1,345億円（同2.1％増）、その他経常費用422億円（同4.1％増）、

持分法による投資損失8億円（同5.1％増）を合計した結果、前中間連結会計期間に比べ537億円増加し、1兆6,088

億円（同3.5％増）となりました。

この結果、経常収益から経常費用を差し引いた経常利益は、前中間連結会計期間に比べ59億円増加し、1,098億

円（同5.8％増）となりました。

特別利益は42億円（同48.8％増）、特別損失は110億円（同142.7％増）となり、経常利益に特別利益、特別損

失、契約者配当準備金繰入額、法人税等合計等を加減した親会社株主に帰属する中間純利益は、前中間連結会計

期間に比べ19億円増加し、673億円（同3.0％増）となりました。なお、グループ修正利益は701億円（同13.4％

減）となりました。

また、中間純利益676億円（同2.8％増）に、その他の包括利益1,242億円（前中間連結会計期間△845億円）を

加えた中間包括利益は1,919億円（同△186億円）となりました。

① 経常収益 （単位：億円）

前中間連結会計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

増減額

連結 16,589 17,186 596

太陽生命保険(株) 5,303 6,796 1,492

大同生命保険(株) 5,875 5,945 70

T&Dフィナンシャル生命保険(株) 5,256 4,255 △1,001

T&Dユナイテッドキャピタル(株)（連結） 13 2 △10

（注）連結と上記４社合計との差額は、４社以外の連結子会社及び連結会社相互間の調整等によるものです。
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② 経常利益（△は損失） （単位：億円）

前中間連結会計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

増減額

連結 1,038 1,098 59

太陽生命保険(株) 284 384 99

大同生命保険(株) 728 701 △26

T&Dフィナンシャル生命保険(株) 38 43 4

T&Dユナイテッドキャピタル(株)（連結） △2 △12 △10

（注）連結と上記４社合計との差額は、４社以外の連結子会社及び連結会社相互間の調整等によるものです。

③ 親会社株主に帰属する中間純利益（△は損失） （単位：億円）

前中間連結会計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年９月30日)

増減額

連結 653 673 19

太陽生命保険(株) 183 218 34

大同生命保険(株) 467 438 △29

T&Dフィナンシャル生命保険(株) 27 25 △2

T&Dユナイテッドキャピタル(株)（連結） △2 △9 △7

（注）１．連結と上記４社合計との差額は、４社以外の連結子会社及び連結会社相互間の調整等によるものです。

２．生命保険会社３社の数値は、中間純利益を記載しております。

（２） 当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の総資産は17兆1,821億円（前連結会計年度末比2.8％増）となりました。

主な資産構成は、公社債を中心とする有価証券12兆7,594億円（同3.7％増）、貸付金1兆6,353億円（同1.1％減）、

金銭の信託1兆1,543億円（同3.5％増）、現金及び預貯金5,775億円（同25.8％減）、有形固定資産3,710億円（同0.7

％減）であります。

負債合計は15兆6,617億円（同2.3％増）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は13兆8,721億円（同

1.1％増）となっております。

純資産合計は1兆5,204億円（同7.9％増）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は6,564億円

（同23.2％増）となっております。

当中間連結会計期間末の連結ソルベンシー・マージン比率は934.0％（前連結会計年度末は960.7％）となりまし

た。また、連結実質純資産額（時価ベースの実質的な資産から資本性のない実質的な負債を差引いた額）は1兆3,055

億円（同1兆3,349億円）となりました。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

現金及び預貯金 778,681 577,561

コールローン 10,089 162,132

買入金銭債権 170,671 116,600

金銭の信託 1,115,454 1,154,315

有価証券 12,305,953 12,759,455

貸付金 1,653,720 1,635,350

有形固定資産 373,697 371,065

無形固定資産 55,057 57,503

代理店貸 282 237

再保険貸 60,578 170,275

その他資産 181,355 169,169

退職給付に係る資産 10,062 11,569

繰延税金資産 301 197

貸倒引当金 △2,962 △3,249

資産の部合計 16,712,943 17,182,186
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

保険契約準備金 13,721,161 13,872,194

支払備金 84,167 83,338

責任準備金 13,568,704 13,722,995

契約者配当準備金 68,289 65,860

代理店借 1,215 1,062

再保険借 42,233 27,717

短期社債 7,989 7,989

社債 120,000 214,000

その他負債 1,063,238 1,136,377

役員賞与引当金 349 189

株式給付引当金 2,265 2,382

退職給付に係る負債 33,767 34,915

役員退職慰労引当金 27 17

特別法上の準備金 281,262 290,829

価格変動準備金 281,262 290,829

繰延税金負債 25,897 69,601

再評価に係る繰延税金負債 4,470 4,459

負債の部合計 15,303,878 15,661,735

純資産の部

資本金 207,111 207,111

利益剰余金 598,756 645,357

自己株式 △75,106 △134,412

株主資本合計 730,762 718,056

その他有価証券評価差額金 533,048 656,498

繰延ヘッジ損益 △1,853 △1,966

土地再評価差額金 △6,124 △6,102

為替換算調整勘定 28,079 33,769

在外子会社等に係る債務評価調整額 △1,704 △529

在外子会社等に係る保険契約評価調整額 △3,618 △3,404

在外子会社等に係る保険契約準備金評価差額金 124,448 118,308

その他の包括利益累計額合計 672,276 796,573

新株予約権 304 196

非支配株主持分 5,721 5,624

純資産の部合計 1,409,064 1,520,450

負債及び純資産の部合計 16,712,943 17,182,186
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

経常収益 1,658,990 1,718,686

保険料等収入 1,363,871 1,352,638

資産運用収益 246,103 326,338

利息及び配当金等収入 181,777 196,804

金銭の信託運用益 － 24,567

有価証券売却益 59,091 67,230

為替差益 1,214 12,537

その他運用収益 2,397 2,051

特別勘定資産運用益 1,622 23,145

その他経常収益 49,016 39,709

経常費用 1,555,148 1,608,865

保険金等支払金 1,195,651 1,150,771

保険金 154,945 160,727

年金 165,845 164,076

給付金 84,972 86,022

解約返戻金 474,150 428,451

その他返戻金 57,534 48,001

再保険料 258,203 263,491

責任準備金等繰入額 76,017 154,278

責任準備金繰入額 76,010 154,260

契約者配当金積立利息繰入額 7 17

資産運用費用 110,216 126,139

支払利息 937 3,048

金銭の信託運用損 3,012 －

売買目的有価証券運用損 78 123

有価証券売却損 49,106 69,000

有価証券評価損 657 188

金融派生商品費用 39,508 37,145

貸倒引当金繰入額 481 286

貸付金償却 － 0

賃貸用不動産等減価償却費 3,220 3,451

その他運用費用 13,211 12,893

事業費 131,820 134,545

その他経常費用 40,631 42,278

持分法による投資損失 810 852

経常利益 103,842 109,820
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(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

特別利益 2,845 4,234

固定資産等処分益 2,689 2,510

負ののれん発生益 － 1,721

国庫補助金 156 2

特別損失 4,555 11,057

固定資産等処分損 203 535

減損損失 777 430

価格変動準備金繰入額 3,418 9,567

本社移転費用 － 521

補助金事業支出 156 2

契約者配当準備金繰入額 11,613 11,580

税金等調整前中間純利益 90,519 91,417

法人税及び住民税等 26,156 26,411

法人税等調整額 △1,494 △2,666

法人税等合計 24,661 23,744

中間純利益 65,857 67,673

非支配株主に帰属する中間純利益 475 335

親会社株主に帰属する中間純利益 65,381 67,337
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 65,857 67,673

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △101,696 121,532

繰延ヘッジ損益 76 △113

為替換算調整勘定 △15 19

持分法適用会社に対する持分相当額 17,109 2,818

その他の包括利益合計 △84,525 124,257

中間包括利益 △18,667 191,930

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △19,093 191,612

非支配株主に係る中間包括利益 425 318
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

当期首残高 207,111 － 533,841 △26,610 714,342 668,135 △2,221 △19,410

在外子会社等の会計基

準の改正による累積的

影響額

△8,458 △8,458 24,088

在外子会社等の会計基準

の改正を反映した当期首

残高

207,111 － 525,382 △26,610 705,883 692,224 △2,221 △19,410

当中間期変動額

剰余金の配当 △18,588 △18,588

親会社株主に帰属する

中間純利益
65,381 65,381

自己株式の取得 △22,480 △22,480

自己株式の処分 △24 257 233

土地再評価差額金の取

崩
△8,064 △8,064

利益剰余金から資本剰

余金への振替
24 △24 －

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純

額）

△122,301 76 8,064

当中間期変動額合計 － － 38,705 △22,222 16,483 △122,301 76 8,064

当中間期末残高 207,111 － 564,088 △48,833 722,366 569,923 △2,144 △11,346

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計為替換算

調整勘定

在外子会社等

に係る債務評

価調整額

在外子会社等

に係る保険契

約評価調整額

在外子会社等

に係る保険契

約準備金評価

差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 38,906 3,810 － － 689,220 343 6,020 1,409,926

在外子会社等の会計基

準の改正による累積的

影響額

△3,048 △6,299 △8,764 92,944 98,921 90,463

在外子会社等の会計基準

の改正を反映した当期首

残高

35,858 △2,488 △8,764 92,944 788,142 343 6,020 1,500,389

当中間期変動額

剰余金の配当 △18,588

親会社株主に帰属する

中間純利益
65,381

自己株式の取得 △22,480

自己株式の処分 233

土地再評価差額金の取

崩
△8,064

利益剰余金から資本剰

余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純

額）

△5,446 1,452 5,794 35,948 △76,411 △39 △206 △76,656

当中間期変動額合計 △5,446 1,452 5,794 35,948 △76,411 △39 △206 △60,173

当中間期末残高 30,411 △1,036 △2,969 128,892 711,730 304 5,813 1,440,215
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当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

当期首残高 207,111 － 598,756 △75,106 730,762 533,048 △1,853 △6,124

当中間期変動額

剰余金の配当 △20,598 △20,598

親会社株主に帰属する

中間純利益
67,337 67,337

自己株式の取得 △59,773 △59,773

自己株式の処分 △116 467 350

土地再評価差額金の取

崩
△21 △21

利益剰余金から資本剰

余金への振替
116 △116 －

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純

額）

123,450 △113 21

当中間期変動額合計 － － 46,600 △59,306 △12,706 123,450 △113 21

当中間期末残高 207,111 － 645,357 △134,412 718,056 656,498 △1,966 △6,102

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計為替換算

調整勘定

在外子会社等

に係る債務評

価調整額

在外子会社等

に係る保険契

約評価調整額

在外子会社等

に係る保険契

約準備金評価

差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 28,079 △1,704 △3,618 124,448 672,276 304 5,721 1,409,064

当中間期変動額

剰余金の配当 △20,598

親会社株主に帰属する

中間純利益
67,337

自己株式の取得 △59,773

自己株式の処分 350

土地再評価差額金の取

崩
△21

利益剰余金から資本剰

余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純

額）

5,689 1,174 213 △6,140 124,296 △107 △97 124,091

当中間期変動額合計 5,689 1,174 213 △6,140 124,296 △107 △97 111,385

当中間期末残高 33,769 △529 △3,404 118,308 796,573 196 5,624 1,520,450
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

(在外関連会社における改訂米国会計基準の適用)

米国会計基準を適用する一部の在外関連会社において、当中間連結会計期間の期首より「金融サービス－保険

契約」（Topic944）（ASU第2018-12号、ASU第2019-09号、ASU第2020-11号）を適用しております。

当該会計基準は、将来保険給付に係る負債の会計処理等について改正されたものであり、本適用に伴い、同社

の一部の保険負債について、割引率の変更や保険前提の見直しなど、新たな計算方式で評価しております。

当該会計基準は遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度の連結財務諸表については、遡及適用

後の数値を記載しております。なお、当該会計基準の適用に伴う累積的影響額は、前連結会計年度の期首時点の

純資産に加減しております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前中間連結会計期間の親会社株主に帰属する中間純利益は27百万円減

少し、法人税等調整額が27百万円増加しております。また、前連結会計年度の有価証券は93,933百万円増加、そ

の他負債は8,329百万円減少、繰延税金負債は27百万円増加、利益剰余金は8,486百万円減少、その他有価証券評

価差額金は6,067百万円増加、為替換算調整勘定は10,662百万円減少、在外子会社等に係る債務評価調整額は

5,514百万円減少し、新たに在外子会社等に係る保険契約評価調整額を△3,618百万円、在外子会社等に係る保険

契約準備金評価差額金を124,448百万円計上しております。

なお、１株当たり情報に与える影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


